
地域教育力の向上を目指して 

～小中学校・公民館との連携より～ 

児童学科  芦田 愛五  

１ はじめに 

 児童生徒が学校現場で学ぶことはもちろんであるが、地域社会の中で様々な

体験を通して学ぶことは大切なことである。岡山県教育委員会の生涯学習課

は、「家庭・地域の教育力向上と郷土を支える人づくり推進」を掲げており、

その中の一つとして「地域が総ぐるみで子どもの育ちを支える体制整備」を行

い、県・市町村の教育委員会が、地域総ぐるみで子どもを育てる体制を構築し

て、地域社会全体の教育力向上を図ろうというものである。そして、子どもた

ちは地域社会の中で大人や様々な年齢の友人と交流し、様々な生活体験、社会

体験、自然体験を豊富に積み重ねることができる。 

 津山市教育委員会学校教育課（昨年度までは生涯学習課）においても、様々

な取り組みを行っているが、「公民館で実施する地域の子どもの居場所づく

り」の活動はその一つである。これらの活動に美作大学が地域の方々と連携・

協力して子どもたちの健全育成と地域力向上に貢献することは大きな意義が期

待されるところである。 

 また、岡山県教育委員会の「放課後等学習サポート事業」や「地域学校協働

活動」を受けてここ県北の美作地域においても、小中学校や公民館でも放課後

や土曜日・日曜日、長期休業日に児童生徒の補充学習を学習習慣の定着や学力

向上に繋げていく取り組みを行っている。 

 

２ これまでの取組の経過 

 2020（令和 2）年度までの 10年間、地域や学校現場と連携協力して学習支

援・サポートを継続してきた。 

 

平成２４年度～２５年度 

 津山市内の小・中学校、勝央町の勝間田小学校、勝央北小学校、奈義町の奈

義中学校等に岡山県教育委員会主催の「放課後学習サポート事業」及び「学校

支援地域本部事業」等の学習支援ボランティアとして出かけてきた。 

 

平成２６年度～２８年度 

 福武教育文化振興財団による「大学が地域と連携して行う活動」として、

「大学と地域の小・中学校との連携による『放課後学習』」の助成を３年間い

ただき、主に津山市教育委員会（生涯学習課）・鏡野町教育委員会と連携し、



「放課後学習サポート事業」及び「地域学校協働本部事業」等の事業の一環で

小・中学校、公民館での学習支援を行ってきた。 

 

平成２９年度～令和 2年度 

 引き続き、継続した支援をして欲しいという要望を受け、津山市教育協議会

と連携しながら、美作大学・美作大学短期大学部の地域生活科学研究所による

助成を受け、２８年度までの取り組みを継続して行ってきた。さらに、放課後

等の学習支援だけでなく、津山市教育委員会及び公民館と連携、協力し「子ど

もの居場所づくり」等において幅広い支援をし、子どもたちの健全育成と地域

力向上に貢献し続けている。 

 

２ 公民館で実施する子どもの居場所づくり推進と体験活動 

はじめにでも述べたが津山市では、学校・家庭・地域が互いに連携・協働

し、地域をあげて子どもたちを育てる、地域教育力向上につながる体制の整備

や充実を目指している。そして、コロナ禍の中でも、三密を避けながら今年度

も公民館において地域の大人や美作大学を中心とした大学生が先生となり、夏

休み、冬休み、春休み等に子どもを対象とした講座や行事を開催した。この取

組には、地域の高校生・中学生にもボランティアとして参加を呼びかけて、地

域ぐるみの活動の輪を広げた。 

 子どもたちが、人とのふれあいや交流を通じて郷土愛を育み、自己肯定感を

高めていけるように、各公民館での特色ある活動（資料２）を実施している。 

  

３ 今年度の取組 

 河辺公民館、広野公民館、城西公民館、東公民館の 4公民館と連携して取り

組んだ。コロナの関係で、大崎公民館、中央公民館は、行事が中止になり取り

組めなかった。 

 小・中学校では、津山東中学校、鏡野町立南小学校に放課後学習支援を行っ

た。残念ながら、鶴山中学校とは、教頭先生が研究室に来られて打ち合わせも

しっかりと行い、学生も参加するようスケジュールを組んでいたが、コロナ感

染者が津山市で出たため、中止せざるを得なかった。 

 

 

 

 

 

 



① 河辺公民館 

今年度も、夏休みに学校の宿題や自由勉強の支援をしている「夏休み河辺

ゆうゆう学級」を計画し、別紙（資料１）のとおり、お盆休み前の 4日間

公民館に出向いて学習支援を行った。前期試験日が 7月 30日から始まっ

ていたので、試験がなく、教員採用試験と重ならない 4年生が参加した。 

 

地域の元校長先生、大学生が個別指導 

  

 

三密を避けて長机には、一人ずつ  

 

校長先生、教頭先生、教務主任の 3人の先生方が順番にのぞいて、指導

もしてくださいました。 

 

 



 

保護者各位 

                        津山市河辺公民館 

夏休み河辺ゆうゆう学級（ご案内） 
 

保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 また、平素より、河辺公民館活動の推進につきましてはご理解ご協力を賜り、心からお礼を申し

上げます。 

 

 さて、今年も、河辺公民館において、『夏休み河辺ゆうゆう学級』を設け、算数や国語の補充学

習に取り組むこととなりました。対象は全学年で、算数と国語の復習支援です。元先生や将来小

学校の先生になることを目指して頑張っている美作大学の学生が、夏休みの宿題等（算数プリン

ト・ドリル、国語ドリル、夏休みの友など）を支援します。 

 

① 期間： 令和２年８月３日（月）４日（火）５日（水）６日（木） 

     学習時間 ＊１年生から３年生までは １０時から１１時まで 

            ＊４年生から６年生までは １１時から１２時まで     

② 場所：河辺公民館 

 

③ 対象：河辺小学校の１年生から６年生までの希望者 

 

④ 内容：夏休みの宿題等（算数・国語）を中心に指導・支援を行います 

 

⑤ 持ってくるもの：筆記用具、夏休みの宿題（プリント、ドリル、夏休みの友、教科書） 

シューズ（上履き）、お茶（飲料水） 

⑥ その他 

   公民館までの行き帰りについては、お家の方で相談してください。 

   期間中の事故については一切の責任を負いかねますので、お家の方の責任でお願いします。 

   

⑦ 申し込みについて 

  津山市河辺公民館 ☎（ファックスも） ２６-６５１２、公民館不在の時は郵便受けに 

  申し込み締切り    ７月１２日（金） 

 

 

 資料１ ゆうゆう学級案内 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 公民館での特色ある活動 

 

 

  

資料２ 地域の子どもの居場所づくり 



②  広野公民館 

広野公民館は、新しい公民館長になり、津山市の「子どもの居場所づくり」

に積極的に取り組んでいる。そこで、美作大学の学生は、昨年度から出かけて

いる。 

「津山子ども未来塾」「広野子ども教室チャレンジャー」等様々な事業を「子

どもの居場所づくり」に盛り込み、地域住民、公民館の講座生、中高生、美作

大学の学生等を講師やボランティアとして活用して事業を展開していく取組で

ある。地域の大人たちが子供たちの成長を暖かく見守りつつ、時には厳しく鍛

える場となること、また、地域社会が単に人々の地縁的な結びつきによる活動

だけでなく、同じ目的や趣味・関心によって結びついた人々の活動が活発に展

開され、子供たちをはぐくむ場となっていくことを強く期待するものである。

 

昼食は、地域の愛

育委員さんが作っ

てくださいます。 



夏休み・冬休み・春休みの 3回「広野子ども教室“チャレンジャー”」を実

施した。美作大学広報部の取材記事からその内容を紹介する。 

広野子ども教室“チャレンジャー”～公民館で小・中学生の宿

題をお手伝い～   【第 1回 夏休み】 

8月 12日（水曜）、広野公民館（津山市田熊）で開催された「広野子ども教室”チャ

レンジャー”～広野公民館で宿題を終わらせて夏休みを楽しもう～」に、児童学科

小学校教員養成コースの学生 7名（2年生：5名、3年生：2名）がサポーターとし

て参加しました。 

 

この日は小学校 1年生～中学校 3年生までの子ども約 30名が参加し、学生た

ちは夏休みの宿題が進むようサポートをしました。 

その他、愛育委員による「食育教室」や、津山警察署生活安全課による「防犯講習」

も実施され、防犯講習では、不審者から子どもを守る役としてロールプレイングに

参加し防犯を呼びかけました。 

  

新型コロナの影響で、実際に子どもたちと関わって学ぶ機会が少ない中、ボランテ

ィア活動に参加し学びを深めました。 



広野子ども教室“チャレンジャー”～児童 4年が冬休みの宿

題をお手伝い～  【第２回 冬休み】 

12月 24日(木曜)、広野公民館（津山市田熊）で開催された「広野子ども教室”チ

ャレンジャー”～広い公民館で習字と宿題を終わらせてお正月を楽しもう～」に、児

童学科小学校教員養成コースの 4年生 3名がサポーターとして参加しました。 

  

 

  

この日は小学校 3~6年生 15名の宿題のサポートをしました。 

学生たちは算数の計算式や漢字の読み書きに悩んでいる姿を見つけると、答えを

導けるようにヒントを出しました。小学生たちは真剣な眼差して、時には笑いも起

こりながら楽しそうに宿題をこなしていました。 

  

  
  

コロナ禍で実際に子どもたちと関わる機会が減っている中でも、ボランティア活動

に参加し実践力を身に付けています。 

 



大学児童学科～公民館で小学生の宿題、車イス体験のお手伝い～ 

【第３回 春休み】 

3月 25日(木曜)、広野公民館（津山市田熊）で開催された「広野子ども教室“チャ

レンジャー”」(主催：広野公民館)に大学児童学科、小学校教員養成コースの学生５

名がサポーターとして参加し春休みの宿題のサポートをしました。 

この取組は、広野地域を中心とした子どもたちの居場所づくりの一助として、子ど

もたちが、学習・文化活動などの様々な体験活動を安心して行うことができる場所

をつくることを目的としています。 

  

この日は小学校 1~6年生 15名が参加し、学生たちは算数の計算式や漢字の読

み書きに悩んでいる姿を見つけると、答えを導けるようにアドバイスをしていまし

た。 

  

社会福祉協議会の職員による出前福祉体験教室も実施され、車イス体験を行いま

した。 

学生たちは、児童が安全に車イスの正しい使用方法を習得できるよう、操作の仕

方や声掛け等についてのアドバイスをしました。 

  

 

コロナ禍で実際に児童と関わる機会が減っている中でも、地域の方にボランティア

活動の機会を作っていただき、実践力を養っています。 



③  東公民館 

東公民館では、冬休みが最後となる日、体を動かして楽しむことができるニ

ュースポーツを計画。実施する種目選びから大学に任せられて、サポート。 

大学児童学科～津山東公民館『冬休み子ども体験ひろば』で児童

をサポート～   1月 6日(水曜)、児童学科 2年生 2名と 3年生 3名

が、津山東公民館(津山市川崎)で開催された『冬休み子ども体験ひろば』に、ニュ

ースポーツ体験のサポート役として参加しました。 

 

 この取り組みは、津山東公民館が、子どもたちに学校では体験できない遊びにふ

れてもらいたいと初めて開催したもので、この日は地域の児童や園児ら 9名が参

加しました。 

  

学生は、ロープでつながれた 2本のゴム鞠をはしご（ラダー）に向かって投げて引

っ掛け、点数を競う「ラダーゲッター」や、１～９までの番号が書かれたボードに球

を当てて遊ぶ「ストラックアウト」を担当し、子どもたちが安全に楽しく遊べるよう

サポートをしました。 

    
 

始めは難しく上手にできなかった子どもたちも、みるみる上達し、最終的には大学

生と点数を競い合って盛り上がっていました。参加した学生は、「コロナ禍で子ど

たちと関わる場が少なくなっていますが、実際にコミュニケーションを取ることが

できる良い機会となりました。」と話しました。            



④ 城西公民館 

 場 所 ： 城西公民館           

対 象 ： 西小学区の小学生 

日 時 ： 毎週土曜日 午前１０時～１２時 ※内容によっては時間が変わ
ることがあます。 

   内 容 :  自主勉強と体験活動 

参加費 ： 無料ですが、内容により参加費が必要になることもあり
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

【お知らせ】 

☆ カード類・ゲーム類・参加費以外のお金は持ってこないようにしましょう。 

☆ 警報（大雨、洪水、暴風等）発令やコロナウィルス感染拡大で休校の場合に 

は、寺子屋はお休みです。 

☆ 記録やブログ・フェイスブック用に活動中の写真を撮らせていただくことが 
あります。撮影を希望されない方はお申し出ください。 

☆ 毎月第２・４土曜日と給食のない長期休業中にランチの提供を行ないます。   

(寺子屋ランチ)地域の方どなたでも申し込めます。 

☆ 申し込みはいりません。 

☆ 無料です                      。 

☆ 活動時間中（10時～12時）はいつでも参加できます。 

☆ 地域の人や学生ボランティアスタッフと一緒に、45分程度勉強します。 

☆ 各自持って来た教材やまちばの寺子屋で準備している問題を使います。 

☆ 参加した子どもには頑張りシールを渡します。ポイントがたまると素敵なごほうびが
あります。 

☆ 勉強後はスタッフと 1時間程度遊びます。 

 

☆ 遊びは、伝承遊び、卓球、ドッジボール、トランプ、カプラなどを計画してい
ます。 
 

【問題解けたよ！】 ４/１１ 開始 
 

☆ 月１～２回程度、地域の人と、季節や文化について考えたり、自分の生活 
に生かしたりできるような体験活動を行ないます 

☆  毎月、小学校を通じてチラシを配布し募集します。 

☆ 料理や科学教室、城西歴史探検、座禅体験、お飾り作り、フラワーアレン
ジメント、お楽しみ会、ニュースポーツ、スライムなどの体験プログラム
を予定しています。 

☆ 事前申し込みや参加費のいるものがあります。 

【行ってみよう！やってみよう！】 初回 ４/２５ 開催 
 

まちばの寺子屋 



            

        

              

             

 

      

美作大生

と 

遊 ぼ う

大学の 

お飾りづくり 

パソコン教室 

座禅体験 

勉強タイム 

地元の小学

校教員 OB と

一緒に指導

する学生 

 

フラワーアレ

ンジメント 

学習後の休憩 

様々な体験活動を計画！ 

地域住民や美作大学の学生

がサポート。 



 

 

【問題解けたよ！】 いずれも土曜日 10 時～12 時 

６日 

☆ 朝体温を測って、体調が良ければマスクをして参加してね。 

☆ 勉強のみの参加は申し込みはいりません。無料です。 

☆ 自主勉強の教材や宿題を持って、城西公民館に集まってね。 

☆ 暑いのでお茶とシューズ、汗ふきタオルがあるといいですね。 

☆ 寺子屋ファイルを持っている人は持ってきてね。 

【行ってみよう！やってみよう！】 ３月の寺子ランチ 

➊             ➋ 

 

 

 

     ➊  

 

♢申し込み締め切り ：3 月 11日（木）まで 

♢申し込み・問い合わせ：  城西まちづくり協議会（まちの駅城西浪漫館内）  ℡/fax 22-8688 

9:00～17:00（※月曜日は休み） 

 

 

日 時： ３月 13 日（土）1０時～1２時 

場 所： 城西公民館 研修室 

内 容： ニュースポーツ大会  

持ち物： お茶・運動しやすい服装 

参加費 ： 無料 

定 員 ： ありません 

（幼児は保護者同伴）  

日 時：３月 13 日（土）12 時～12 時 45 分 

場 所： 城西公民館 小会議室 

メニュー： とり照り焼き丼・みそ汁  

参加費 ：  ２00円（小学生以下） 

【当日集金】 

300円（中学生以上）  

※子どもだけでも、大人の人と一緒でもどう

ぞ。 
お茶を持って来て下さいね。 

定 員 ： 20名 

（先着順） 

 

R2おかやま子ども応援事業（土曜日応援事業） 

 

４月の寺子屋は １０日（土）10：00～からです。 

初めてでも大丈夫です。勉強道具を持って来てね！ 

 
場合はお休みです。 

※予定が変わることが 
あります。 

 

 

 



⑤ 鏡野町立南小学校 

岡山県教育委員会の「放課後等学習サポート事業」（資料３）を受けて、南小学校で

学習支援を行っている。鏡野町教育委員会の桑田指導主事には何度か研究室に足を運ん

でいただき、学生も含めて打ち合わせを行った。1 学期から 3 学期まで週 2 日、可能な

限り多くの学生が参加し、児童の実態に応じた指導を行ってきた。 

 

１ 趣旨 

小・中学校に支援員または指導員を配置し、各学校が放課後等に実施する補充的な学習

指導を支援することにより、学習内容の確実な定着を図り、児童生徒の学力向上に資す

る。  

２ 事業内容  

（１）配置基準  

（ア）放課後等（授業中は除く。）を利用し、教員が主体となって、概ね週１回以上の補

充的な学習（以下「補充学習」という。）指導を実施する小学校を対象に、対象校が必要

とする回数を限度に支援員または指導員を配置する。  

（イ）（ア）に定める補充学習指導は、原則として毎回１名以上の教員が参加し、指導す

る。なお、急遽やむを得ない事情が生じた場合はこの限りでない。 

（２）配置方法  

   岡山県教育委員会は、市町村（組合）教育委員会の協力の下、（１）の配置基準を満た

す小・中学校が必要とする支援員・指導員の配置回数を把握し、学力・学習状況等を勘案

して配置校及び配置回数を決定する。  

（３）支援員  

ア 役割  

支援員は教員の指示の下、児童生徒の学習内容や学習習慣の定着が図られるよう、補充学

習指導に用いる教材の事前準備や、添削（丸付け）・声かけ、指導実施後の成果確認のた

めのデータ入力等を行い、教員の指導を支援する。  

イ 資格     教育職員免許状の有無は問わない。 

エ 報酬等  

（ア）支援員の配置に係る報酬または報償費は、１時間当たり１，１１０円を超えない範

囲で市町村（組合）教育委員会が定める額とする。 

ウ 指導内容  

   指導対象となる学習内容及び指導方法は、配置対象校と所管する市町村教育委員会が

協議して決定する。なお、原則として、宿題として課した当日の課題や長期休業中の課題

そのものを用いた指導は行わないこと（所管する市町村教育委員会が必要と認める場合を

除く。）。 

  資料３ 岡山県教育委員会の「放課後等学習サポート事業」要綱  



                        

 児童の実態に合わせた個別支援が可能に。1 対 1 の指導で児童も理解が深まりました。         

         

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

実施日時 対象学年 

 ９月２８日（月） 
１４：４５～１５：４５ ３年生 

１５：４５～１６：４５ ４年生 

１０月 １日（木） １５：４５～１６：４５ ５・６年生 

１０月 ５日（月） 
１４：４５～１５：４５ ３年生 

１５：４５～１６：４５ ４年生 

１０月１２日（月） 
１４：４５～１５：４５ ３年生 

１５：４５～１６：４５ ４年生 

１０月１５日（木） １５：４５～１６：４５ ５・６年生 

１０月１９日（月） 
１４：４５～１５：４５ ３年生 

１５：４５～１６：４５ ４年生 

１０月２２日（木） １５：４５～１６：４５ ５・６年生 

１０月２６日（月） 
１４：４５～１５：４５ ３年生 

１５：４５～１６：４５ ４年生 

１１月 ２日（月） １４：４５～１５：４５ ３年生 

実施日時 対象学年 

６月２９日（月） 
１４：４５～１５：４５ ３年生 

１５：４５～１６：４５ ４年生 

７月 ２日（木） １５：４５～１６：４５ ５・６年生 

７月 ６日（月） 
１４：４５～１５：４５ ３年生 

１５：４５～１６：４５ ４年生 

７月１３日（月） 
１４：４５～１５：４５ ３年生 

１５：４５～１６：４５ ４年生 



⑥ 津山東中学校 

 

          

学区の大人や

卒業生である 

高校生の姿も

見られます。 



  

    

   学習支援に参加した二人の学生に校長先生から感謝状をいただきました。 

    

 

入試直前の

生徒と 

学生。 

1 対 1 の 

支援。 

西尾 海咲 



最後に 

福武教育文化振興財団や地域生活科学研究所の助成をいただきながら、美作地域の小中

学校並びに津山市の公民館に 10 年間の支援を続けてきた。長く続けてきた甲斐があり、

児童生徒の学力向上や地域教育力向上にささやかながらも美作大学として貢献できたと自

負している。最後の 2 年間は、新型コロナの影響でどこまで支援できるか不安ではあった

が、ほぼ計画通り実施できた。 

 今年度（2020 年度）で私の活動は終了するが、引き続き各小中学校並びに公民館では、

美作大学の学生の支援を強く望まれている。実施曜日や学生の講義との関係で支援も限ら

れてくることと思われるが 2021 年度も引き続き実施されることを期待したい。 

 


